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１ はじめに 

 本工事は姫川において、浸食対策等を実施するものである。 

 法覆護岸工の石張工において、パワーアシストスーツ（以下「ＰＡＳ」という）を活用した

ので、活用内容について記述する。 

 

２ 概要 

 ＰＡＳとは、電動駆動装置や人工筋肉等を人体に装着することで、人間の動きをサポートす

る衣服や外骨格装置のことであり、近年様々な分野で活用事例が増加している。 

 本工事の石張工は、大きさ約 40ｃｍ、重量約 30kg 超の石を人力で配置する重労働であり、

ＰＡＳが使えるか検討し、「マッスルスーツ Every」という商品を使用した。（現時点で新技

術情報提供システムＮＥＴＩＳには未登録である） 

 

３ 方法 

① 機種選定 

ＰＡＳの存在は知っていたが、詳細な知識が無かったので、ＰＡＳについて調査した。国土 

交通省で「建設施工におけるＰＡＳ導入に関するワーキンググループ（以下「ＷＧ」という）」

が設置されており、ホームページで資料等が閲覧でき、大変参考になった。 

 図-1 パワーアシストスーツ機能概要（国土交通省令和２年度１２月４日第３回建設施工に

おける PAS 導入に関する WG 資料３より） 



 令和２年１２月４日のＷＧで上記４機種が評価対象として選定されていた。 

パッシブ型は動力がゴム、バネ、圧縮空気であり、アクティブ型は動力が電気となっている。 

 購入価格を調べた結果、スマートスーツ：約４万円、マッスルスーツ Every：約１５万円、

ＨＡＬ：不明、ＰＡＩＳ－Ｍ１００：約１２０万円であった。アクティブ型は助力強度は強い

が高価である。 

 当現場では、助力強度と価格のバランスより、マッスルスーツ Every を採用した。同スーツ

は重量 3.8kg、駆動源は圧縮空気なので充電や稼働時間に制限はない。防水・防塵であり屋外

作業可能となっている。 

 

② マッスルスーツ Every 使用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 結果 

 マッスルスーツ Every 使用した結果。重いものを持ち上げやすくなるというよりは、長時間

中腰が楽になるという感覚であった。 

 デメリットとしては、①ベルトの位置や隙間、圧縮空気充填回数等、ちょうどよい着用感に

するのが難しい、②歩く、横移動がしにくい等があった。 

 石張工は斜面上で横移動が有るので、動きにくい等デメリットが大きく、残念ながらマッス

ルスーツ Every は効果的ではなかった。 

 平坦な場所での単純な上下移動や長時間中腰作業には適していると感じた。土間コンクリー

トの左官仕上げ作業等に適していると推察する。 

 

５ 考察及びまとめ 

 少子高齢化社会の中、建設現場は生産性向上により機械化が進んでいるが、すべてが機械化

できるわけではなく、負荷の高い人力作業は残っている。 

令和 2 年時で評価候補ＰＡＳは図－1 の 4 機種であったが、令和 3 年には 23 機種に増加して

おり、ＰＡＳが加速度的に普及していると考えられる。ＰＡＳを使用することにより、作業負

担の軽減、安定的な作業継続、安全性向上、生産性向上が期待される。建設作業員の身体負荷

軽減により、就業寿命の長寿化、新規入職者の増加、生産性向上に資するようＰＡＳの適用性

が広がることを期待する。 

 今回は残念ながら良い効果が得られなかったが、失敗を恐れずに、また新しい技術に挑戦し

ていきたい。 

写真-1 マッスルスーツ Every 写真-2 マッスルスーツ使用状況 

写真-3 谷村建設職員が体験 写真-4 谷村建設職員が体験 


